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国際ロータリー会長
ジェニファー・Ｅ・ジョーンズ

会長 藤本 良男

「親睦、多様性、公平性、奉仕、
リーダーシップを共に考えよう」

来週の例会

■ 1月26日（木）

第2回クラブ・フォーラム

例会日：2023年1月19日
（令和5年1月19日）

■ 本日の卓話

「コンクリートや高速道路の分かり易いお話」

コンクリートコーリング㈱ 顧問

大阪北ロータリークラブ 西田 行宏 様

■ 今日の歌 「我等の生業」

ピアノ 岩島 佳子 先生

■ 例会後 第2回よろず相談室実行委員会

先週の初例会と新年会の出席に皆様に感謝申し上げます。コロナ禍に関わらず多くの参加者がありました。

久しぶりの例会で皆様と共に親睦を図られたと思います。

さて、28年前の17日は阪神淡路大震災がありました。私は丁度まだ現役でありましたし、私の工場も北区

豊崎にあり多くの被害がありました。また、得意先に安否確認もできぬまに一日中工場のあとかたずけで過

ごしたことを思い出します、今となって記憶が少しずつ薄れるかと思います、この事は後世にも伝えればとお

もいますが、皆様も同じでしょう。

さて、今年も早いものです、すでに3週間になろうとしています、少しずつですが、経済活動が活発になって

いると思います。また、得意先では新年会も多くなって来ておりますが、後半のロータリー活動では3月には

多くの行事があります、今年も大橋ガバナー年度に向けての活動が少しずつですが本格的に忙しくなってく

ると思いますので、また一層の協力を皆様にお願い申し上げることと思います。

今日の一言

こころの中に、

夢をしまって置く場所を

いつも空けておきなさい。

職業奉仕月間

『クラブビジョン』についてのお知らせ 

中・長期計画委員会 委員長 吉崎広江 

このたび、中・長期計画委員会では、当クラブのクラブビジョン（案）を作成しました。26 日のクラブフォーラム

で、この案を元にしたディスカッションを開催しますので、是非ご参加下さいますよう、お願い致します。 

クラブビジョン（案）は次のとおりです。

東大阪東ロータリークラブ ビジョン宣言 

『私たちはロータリーの「奉仕の理念」に基づき繋がり学ぶことで、 

地域に貢献できる活力あふれる楽しいクラブを築いてゆく』 

ビジョン宣言とは、「将来にわたりこうなるようにしよう」という決意表明です。 

しかし、決意表明だけを行っても、「そのためにどうする」が無ければ絵に描いた餅になってしまいます。 

26 日のクラブフォーラムでは、このビジョン宣言を具体化するために、今後３年間何を行うか（行動計画）、

ディスカッションを行います。クラブフォーラムとは、クラブの会員全員が意見を出す場です。どんな意見やアイデアも

歓迎しますので、ご参加よろしくお願いします。 

最後に、国際ロータリーと 2660地区のビジョンと行動計画を掲載しておきます。 

【国際ロータリー】 

●ビジョン声明

私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生むために、人びとが手を

取り合って行動する世界を目指しています。

■行動計画

・より大きなインパクトをもたらす  ・参加者の基盤を広げる

・参加者の積極的なかかわりを促す  ・適応力を高める

【2660地区】 

●地区ビジョン

私たちロータリアンと∗ローターアクターは；

・持続可能な良い変化を生むために、多様性を重んじ、あらゆる側面で公平さを促進し、異なる考えや価値

観をもつ人々による貢献を大切にし、DEI「多様性・公平さ・インクルージョン」を実現します。

・RI テーマを理解し、地域の特性にあった活動を通じて、それぞれが「魅力ある・元気ある・個性ある」クラブ

になる事を目指します。

・ロータリーの原点である親睦と奉仕を根幹とし、世界および地域社会で良い変化を生み出します。

・世界の未来を担う青少年の活動を支援し、若きリーダーの育成に努めます。

■地区中期 3 ヶ年目標（2022-23 から 2024-25）

１．より大きなインパクトをもたらす

・ポリオ根絶のために∗アドボカシー活動とファンドレイジングを推進します。

・地域調査に基づいた、持続可能でインパクトをもたらす奉仕を強化します。

２．参加者の基盤を広げる

・メディア、ソーシャルメディアや地域社会で、クラブと地区のインパクトを紹介し、公共イメージ向上を推進します。

・あらゆる背景を持つ人、人生のさまざまな段階にある人のためにロータリーへの新しい経路を開き、多様な人々

の参加を促し、その貢献を尊重します。

３．参加者の積極的なかかわりを促す

・全クラブが将来のビジョンや中期計画を策定するよう推奨します。

・さらに多くの会員が惹きつけられる新しいプログラムや行事、学びの機会を創出します。

・クラブが毎年ロータリー賞の受賞を目指すことを推奨します。

４．適応力を高める

・変わりゆく世界で国際的な発言力を高め、新しい機会を追求し、ロータリアンやローターアクターが地域で、国

際社会で活躍するためのより多くの道をつくっていきます。

・社会により良く奉仕するために、新しい人たちにオープンになり、テクノロジー、社会の変化に迅速かつ恐れずに

適応していきます。



幹事就任挨拶 田原幹事幹事報告

先般の初例会及び新年会に多数ご参加いただき有

難うございました。

≪これからの予定≫

【1】 本日例会後、第2回よろず相談室実行委員会

【2】 1/20（金）ＩＭ第4組第2回会長・幹事会（金輪

会） （藤本会長、田原幹事出席）

【3】 1/23（月）第2回大橋ガバナー年度常任幹事

団会議 於：ガバナー事務所

【4】 1/24（火）衛星クラブ例会 19：00～

【5】 1/28（土）2023-24年度のための地区ロータ

リー財団補助金管理セミナー

（城戸会長エレクト、芳田次年度Ｒ財団委員長

出席）

≪連絡事項≫

【1】 本日例会後13：40より事務局にて、第2回よ

ろず相談室実行委員会を開催いたします。

【2】 1/29（日）に予定されておりました、第5回ひ

がし大阪小学生カルタ大会はコロナ感染拡

大のため中止となりましたのでご報告いたし

ます。

出席報告 1月12日

（1/ 12）の出席者数：29名（3） 衛星クラブ10名

ゲスト1名：米山奨学生 ズオン ニァット リンさん

1/12 出席率：63.04％

※（ ）内数字は出席免除会員の出席者数

会員：54名（免除11名）

12/22 12/29 1/5

HC出席 休会 休会 休会

MU出席

修正出席率

本日の卓話
コンクリートコーリング（株）顧問

大阪北ＲＣ 西田 行宏 様のご略歴

西田 行宏 昭和２１年１月生れ、76歳。 高槻市

在住。

府立大手前高校卒、京都大学 工学部 土木工

学科卒(アメリカンフットボール部OB)、

同大学院修士課程修了。

昭和４６年 日本道路公団就職、日本各地で高速

道路の建設・管理に従事。

現在、都島に在るコンクリートコーリング（株）顧問。

令和２年6月、大阪北RC入会。

ロータリーの友 2023年1月号記事紹介
（宮里地区ガバナーご紹介記事から抜粋）

広報委員会
広報・雑誌担当 井上 家昌

＜横組記事より＞
P2～6 [「ロータリーの友」創刊70 周年]
1953 年1 月に創刊した「ロータリーの友」は、本号
で創刊70 周年を迎えました。これからもロータ
リーライフの友でありたいと考えております。
・創刊から70 周年を迎えて―髙野孫左ヱ門(ロー
タリーの友委員会委員長)
・親愛なる日本のロータリー会員の皆さまへ―
ジェニファー・ジョーンズ(22～23 年度RI 会長)

・“ロータリーを育てる”雑誌―佐藤芳郎(22～24
年度RI 理事)
P8～9 [RI 会長メッセージ (RI 指定記事)]
居心地のよさと配慮によって絆を結ぶ。
あなたの頭の中はのぞけないけど、行動は見え
る、私たちは人間関係の中で生きている。互いを
大切にし合い、心からの気遣いを示せば、友情の
輪を広げるために行動するようになるでしょう。

P11～21 [特集 職業奉仕月間]
あなたが「つくっている」ものは？
－私のプライド、その仕事－
職業奉仕(Vocational Service)天から与えられた、
使命感を持って従事する天職。職業を常に見つ
め直し、その質を高め、誇りを持って、世に奉仕す
る会員が「つくっている」ものは？
P13．吹田RC 麻生満美子会員が紹介されていま
す。

P22～25 [第51 回ロータリー研究会]
11 月21～22 日、RI ゾーン1A、2＆3 のロータリー
研究会がRI 会長とロータリー財団管理委員長を
迎えて開催(約640 名参加)
会場は神戸ポートピアホテル
ロータリーにDEI を取り入れようとするなど変化の
兆しがあることを受け、研究会で感じ取ってもらえ
るようなプログラム構成、ロータリアンだけでなく
ローターアクターやロータリー学友も加わり、意
見・報告に反映され活気に満ちた研究会になりま
した。
以下、研究会での新しい取り組みを中心に、紹介
されています。

（大橋会員が地区ガバナーノミニーとして出席。ＲＩ
会長とツーショットの写真やロータリー研究会の
様子が、クラブ週報に大橋会員による紹介記事と
して載っていますので、改めてご覧下さい。令和4
年11月24日の週報です）

＜縦組記事より＞
P4～8 [SPEECH]
日本経済新聞社コメンテーター村山恵一氏
「人間とAI が共生する職業の近未来のカタチ」
「AI」とはあくまでも道具、ツールであり、手段で
あって目的ではない。
テクノロジーとは、人間のためにどう有効活用して
いくかなのです。

P14～15 [俳壇・歌壇・柳壇]
俳壇部門東大阪東RC 天野春正会員歌壇部門
大阪天王寺RC 髙見篤志郎会員
柳壇部門で天に輝いた大阪大淀RC 長谷川眞哲
会員、 おめでとうございます。

（天野会員の句：“山門の大戸開けたる良夜かな”
（注）良夜（りょうや）秋の月がくまなく照らす夜のこ
と。いまではもっぱら名月の夜をいう）

初例会及び新年会
2023年1月12日（木）
於：オ・セイリュウ
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